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研究成果の概要（和文）：対面で意見の異なる2名あるいはそれ以上の複数人が互いに相手を説得する状況を設定し、
コミュニケーション当事者が言語・非言語的チャネルをどのように使用するかについて検討を行った。その結果、対面
説得場面において送り手の特徴的な言語的・非言語的チャネルの使用の仕方を明らかにした。さらに、2者間コミュニ
ケーションとそれ以上の複数人のコミュニケーション状況では、送り手の言語的・非言語的チャネルの使用が異なるこ
とを明らかにした。以上の結果から、社会的スキル・トレーニング・プログラム開発のための基礎的な知見の提出がで
きた。

研究成果の概要（英文）：This work examined how people persuade others by using verbal and nonverbal behavi
ors in face-to-face persuasive dyads and multi-paties. The results showed that persuaders use different ve
rbal and nonverbal channels compared to persuadees, and persuaders in dyads use some verbal and nonverbal 
channels differently when they persuade others in multi-parties. The results indicate the development of s
ocial skill trainning program for face-to-face persuasion.    
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１．研究開始当初の背景 
日常生活で意見の異なる相手を説得しな

ければならない場合は多々ある。しかしなが
ら、他者を説得することは自身の意見や立場
を相手に理解してもらえ成功する場合もあ
る一方で、互いの意見が対立して失敗に終わ
り次のコミュニケーションに影響を与える
場合もある。したがって、良好な人間関係を
構築・維持するためには効果的に他者を説得
することは極めて現実的であり重要な問題
である。 
そこで、対面場面で説得者がどのような言

語的チャネル（e.g.,発話内容）や非言語的チ
ャネル（e.g.,ジェスチャー、視線、うなずき）
を使用しているのかを検証する。2 者間とそ
れ以上の複数人のコミュニケーションの研
究結果から、効果的に他者を説得するにはど
うすればよいかという社会的要請に応える
ためのトレーニング・プログラム開発の基礎
的な知見の提出を目指す。 
 
２．研究の目的 
従来の説得研究は、（1）言語的チャネル、

（2）メッセージの受け手、（3）一方向的コ
ミュニケーションに焦点を当ててきた。その
ため、申請者はこれまでの研究で（1）～（3）
の問題点に取り組んできたが、未だ知見の体
制化に至っていない。そこで、本研究では、
非言語的チャネル、メッセージの送り手、双
方向的コミュニケーションにも着目し検討
を行った。 
また、従来のコミュニケーション研究では、

2 者間コミュニケーションを研究対象として
きた。しかし、日常生活には、例えば、就職
試験のように複数の他者を同時に説得しな
がら集団討議を行う場合は多くある。2 者間
とそれ以外の人数間のコミュニケーション
の相違は従来研究から指摘されており、2 者
を含まない複数人のコミュニケーションに 2
者のコミュニケーション研究で得られた知
見が適用できるとは限らない。 
以上のことから、効果的な説得トレーニン

グ・プログラムを開発するための基礎的な知
見を提出するには、まず 2 者間コミュニケー
ションにおける説得者と被説得者の行動の
違いを明らかにする必要がある。そして、そ
れらの結果が複数人コミュニケーションで
も適用可能かどうかを確認する必要があろ
う。 
そこで、具体的には、以下の 2 つの課題を

主として検討を行った。 
 

(1) 説得者の言語的チャネルおよび非言語
的チャネルの使用を比較することで、説
得者の行動を明らかにする。 
 

(2) 2 者による説得からそれ以上の複数人に
よるコミュニケーション状況を拡張し
て、コミュニケーション当事者の行動を
検証する。 

また副次的に、言語的チャネルや非言語的
チャネル間にはダイナミックな相関性や相
補性があることが指摘されているため、複数
のチャネルの組み合わせの特徴の検討も行
った。 

 
３．研究の方法 
ある話題について互いの意見が異なる2者

および 3者による実験室実験を行った。実験
参加者は、意見の異なる話題について 15 分
間のコミュニケーションを行った。この実験
では、未知関係でかつ出来るだけ年齢差を小
さくした大学生のペアおよびグループを対
象とした。 
非言語的チャネルのデータ取得について

は、うなずき、視線（頭・顔の向き）、手の
動き（ジェスチャー、アダプター）、発話時
間、発話頻度等を取得した。 
言語的チャネルのデータ取得については、

発話起こしを行い、Bales（1950, 1953）に
基づいて、発話内容をまず12種類に分類し、
次に 6 種類（方向づけ、評価、統制、決定、
緊張処理、統合）に再分類し分析を行った。
分析は、条件（説得、統制）×性別（男性、
女性）によって行った。 
 
４．研究成果 
まずは、非言語的チャネルの結果に関して

報告する。発話時間に関しては、性別の主効
果が有意であり（F =6.93, p <.05）、女性は
男性より発話時間が長かった。条件の主効果
および条件×性別の交互作用は非有意であ
った。 
アダプターに関しては、条件および性別の

主効果、条件×性別の交互作用は非有意であ
った。 
ジェスチャーに関しては、交互作用が有意

であり（F =5.40, p <.05）、男性は統制条件
より説得条件でジェスチャーの使用が多い
ことが示された。条件と性別の主効果は認め
られなかった。 
視線に関しては、性別の主効果が有意であ

り（F =6.48, p <.05）、女性は男性より相手
に視線を向ける時間が長かった。条件×性別
の交互作用と条件の主効果は有意でないこ
とが示された。 
笑顔に関しては、性別の主効果が有意であ

り（F =5.56, p <.05）、女性は男性よりも笑
顔の割合が高かった。条件の主効果と条件×
性別の交互作用は非有意であった。 
上記の検討は、他者を説得しようとする人

の個々の非言語的チャネルを分析した。すな
わち、個人レベルの非言語的チャネルを分析
対象としたが、2 者間レベルの非言語的チャ
ネル（沈黙時間、相互視時間）の検討も行っ
た。沈黙時間と相互視時間のいずれに関して
は、条件の主効果、性別の主効果および条件
×性別の交互作用効果のいずれも有意では
なかった。 
次に、言語的チャネル、すなわち発話内容



の結果を報告する。方向づけに関しては、条
件の主効果が有意であり（F =15.87, p <.001）、
説得条件より統制条件で方向づけの割合が
高かった。性別および条件×性別の交互作用
は非有意であった。 
評価に関しては、条件の主効果が有意であ

り（F =11.01, p <.01）、説得条件は統制条
件より評価の割合が高かった。性別の主効果
と条件×性別の交互作用は認められなかっ
た。 
統制、決定、緊張処理および統合に関して

は、いずれの効果も非有意であった。 
以上の結果から，手の動き以外の非言語行

動は男性より女性の非言語的直接性が高く，
従来の非言語的コミュニケーションの知見
に一致する。手の動きは男性では統制条件よ
り説得条件でジェスチャーの使用率が高か
いことが示された。ジェスチャーは信憑性や
主張性などの印象形成に影響を与えるため，
説得条件の男性は社会的な性役割にみあっ
た行動を行ったのかもしれない。発話内容の
方向づけは説得条件より統制条件で，評価は
統制条件より説得条件で高かった。説得状況
では話題についての情報より意見を主張的
であると参加者は考え説得戦略として用い
た可能性が考えられる。 
副次的に、言語的チャネル（方向づけ、評

価、統制、決定、緊張処理、統合）と非言語
的チャネル（うなずき、視線、ジェスチャー、
アダプター、発話時間）の関連性を検討した。
評価はジェスチャーと正の相関関係が見ら
れ（r =.27, p <.05）、決定とジェスチャー
には負の相関関係が見られたが（r =-.32, p 
<.01）、うなずきとは正の相関関係が見られ
た（r =.30, p <.01）。緊張処理とジェスチ
ャーには正の相関関係が見られ（r =.25, p 
<.05）、統合とアダプターおよび発話時間に
は負の相関関係が見られた（r s=-.27, -.23, 
p s<.05）。なお、言語的チャネルと非言語的
チャネルの上記以外の組み合わせに関して
は、有意な関連性は認められなかった。 
以上の結果から、言語的チャネルと非言語

的チャネル間の関連性を探索的に検討した
結果、言語的チャネルと非言語的チャネル間
に相互関係性がある場合があることが確認
された。今後はこれらのチャネル間の関連性
がどのように使用されているのかを時系列
を踏まえたより詳細な検討を行う必要があ
ろう。 
加えて、2 者間からそれ以外の複数人のコ

ミュニケーションに拡張して検討を行った。
社会的スキル・プログラムの開発につなげる
ために、コミュニケーション当事者のコミュ
ニケーション・スキルについても検討を行っ
た。 
実験参加者のコミュニケーション・スキル

（低群，中群，高群）を独立変数とし、各コ
ミュニケーション行動（i.e., 発話時間、ジ
ェスチャーの大きさ、ジェスチャーの回数、
視線の向きの移動回数、視線の向きの移動

量、うなずき）を従属変数とする分散分析を
行った。 
その結果、コミュニケーション・スキル高

群は低群よりも、発話時間、ジェスチャーの
大きさ、ジェスチャーの回数、視線の向きの
移動回数が有意に高かった多かった（F 
s>3.00, p s<.05）。 
一方、うなずき、視線の向きの移動量に関

しては、有意差は認められなかった。 
また、発話時間に関しては、コミュニケー

ション・スキル中群は低群よりも有意に発話
時間が多かった。以上の結果から、コミュニ
ケーション・スキルの低い人は表出性が低い
ことが示された。 
以上の結果から、コミュニケーション・ス

キルが高い人は発話時間が長くなり、手の動
きが大きくなり、コミュニケーションをする
人が複数だと複数人に視線を向ける等の行
動量の増加が見られた。この結果から、それ
ぞれの人のもっている個人特性が複数人コ
ミュニケーションに大きく影響することが
示唆された。 
一対一の2者間コミュニケーションよりも

複数人コミュニケーションでは、理解しても
らいやすいメッセージを発信するために、ダ
イナミックなコミュニケーションを行う必
要があった可能性が考えられる。 
近年、社会的適応を促すトレーニング・プ

ログラムの開発、実践が盛んである。説得技
法を性格特性のような固定的なものではな
く、訓練によって向上可能である「社会的ス
キル」として捉える。本研究で得られた状況
要因による行動変化の知見と個々人のコミ
ュニケーション・スキルによる行動変化の知
見をもとにして、コミュニケーションの基本
的なスキルの向上と応用的場面である対面
説得場面に適用可能な効果的な社会的スキ
ル・トレーニング・プログラムを開発するこ
とが本研究の応用的展開であり、今後の課題
である。 
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